
高等学校国語
の新学習指導

要領から思う
こと　　　　

　

	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　
会長　沖中重

明

いささか旧聞
に属する話で

はありますが
、表現教育の

行く先に暗い
陰を落とすの

で

はないかと懸
念されるのが

新学習指導要
領に示された

高等学校の国
語における「

文学

作品」の問題
です。昨年告

示され、2022
年から施行さ

れる高等学校
の学習指導要

領で、

国語科必修履
修科目は「現

代の国語」と
「言語文化」

に、選択科目
は「論理国語

」「文

学国語」「国
語表現」「古

典探究」の４
科目に分かれ

ます。必修の
2科目は、現

在、主

に 1年生が履
修している「

国語総合」に
該当しますが

、「現代の国
語」は「現代

の社会生活に
必要とされる

論理的

な文章および
実用的な文章

」を扱うので
文学作品は含

まず、「言語
文化」では古

典から近現代
の文学まで総

合的に

扱うので、1
年生が近現代

の文学を学ぶ
機会は今まで

の半分以下に
なるとされて

います。

これに対して
、今年 8月 1

日には日本学
術会議が公開

シンポジウム
でこれらの国

語の科目構成
は「古典や近

代

文学の軽視に
つながる」と

危機感を表明
していますし

、8月 10 日
には日本文学

関連学会連絡
協議会に属す

る 16

学会が「これ
らの科目を『

論理的な文章
』『実用的な文

章』を扱うか
、『文学的な文

章』を扱うか
によって区分

する

基準に対し、
われわれは深

い憂慮を覚え
るものである

。『論理』『実
用』と『文学

』とを対立概
念として捉え

ること

は元来不可能
である」とし

て危機感を訴
え、「『文学』

を狭義の言語
芸術に限定し

、囲い込んで
しまうことに

よって、

言葉によって
新たな世界観

を切り開いて
いく『人文知

』が、今後の
中・高等教育

において軽視
され、衰退し

かねな

い危惧がある
」としていま

す。

「文学界」「す
ばる」「文藝春

秋」などの文
芸誌もこぞっ

てこの問題を
取り上げ、「『文

学なき国語教
育』が危うい

！」

などと特集を
組んでいまし

た。センター
試験に代わる

大学入学共通
テストの国語

では、「論理
国語」が扱う

実用文

による出題と
なり、古典や

漢文も入試問
題となること

から「文学国
語」は選択さ

れない学校が
出てきそうで

す。つ

まり、教材と
しての文学作

品は大幅に削
減され、高校

1年生でしか
学ばないこと

になりそうで
す。大学入試

問題

にかかる「論
理国語」で扱

うのは契約書
や法律の条文

や規約などに
なるので、文学

が軽視される
のは必至なの

です。

この変革は実
利・実用的な

ものを重視す
るビジネス偏

重の流れであ
り、OECD の

学習到達度調
査 PISA で日

本の

生徒が実用文
読解の正答率

が低かったこ
とを受けての

なりふり構わ
ぬ対策案にも

思えてきます
。本来の「生き

る力」

という言葉は
力強く美しい

のですが、現
実にはビジネ

スの世界で利
益を出せる力

、効率的で便
利な力に陥っ

ている

かのようです
。「生きる力」

を正しく育て
るためには、造

形美術教育と
同様に文学を

学ぶことも欠
かせないはず

です。

文学作品の文
脈からさまざ

まな価値観や
生き方、人の

心の葛藤にふ
れることが、

自らの世界観
を形成し生き

方を切

り拓く道標に
なるのではな

いでしょうか
。「心の営み

」という見え
ないものを見

えるようにす
るのは文学の

機能で

あり、造形美
術の力です。

「自己」を客
体化し世界と

のかかわりを
模索すること

は、文学や造形
美術の教育だ

けが担える領
域ではないで

しょ

うか。私たち
のかかわる造

形美術の教育
においても実

効的な側面の
みが求められ

るような状況
に陥らないよ

うに感

性や感受性が
創造力を育む

、すなわち「
心」を育てる

造形美術の教
育でありたい

と願うもので
す。
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1. はじめに
　新聞紙を角からスティック状に巻いた棒を活用
した造形遊びは現在広く知られている。この活
動の魅力は ①必要な材料が新聞紙とセロテープ
のみと、比較的低コストで準備できること ②ス
ティック同士をセロテープで固定するというシン
プルな制作過程で立体になるので「バランスをと
ること」「強度を出すこと」「イメージを広げるこ
と」等に意識を集中させられること ③工夫・ア
レンジの余地が十分にあること④身体よりも大き
なサイズになっても重量は軽く作品が崩れても大
事故に繋がりにくいこと ⑤平面から立体へ、立
体から空間へと活動をダイナミックに展開できる

こと等が挙げられる。未就学児にとってスティッ
ク制作は容易ではないのだが、スティックによる
立体制作は未就学児にとっても主体的で深い学
びを得られるものではないかと考え、新聞紙ス
ティックによる立体づくりをそれぞれ異なるシ
チュエーションの中で実践した。　
　　
2．継続的な関わりの中での展開（於：保育園）
　造形活動の外部講師として継続的に関わってい
る私立保育園にて 2018 年 11 月 5 歳児を対象に
活動を行った。（1 クラス 24 名× 2 クラス、活
動は 6 人 1 グループ、活動時間は 60 分／前回は
スリット入りカードを用いた立体づくりを経験）。

未就学児を対象とした新聞紙スティックによる立体づくり
                                                                 岡山短期大学　関野 智子
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１．はじめに
　筆者担当の「子ども発達総合演習（以下、３年
次ゼミ）」では、子どもの保育・教育に関わる課
題テーマに対して造形表現をメインとする実践プ
ログラムを考案し、それを学外の保育・教育現場
で実践することを行なっている。そして 2018 年
度の課題テーマを設定するにあたり 2018 年施行
の新幼稚園教育要領・新保育所保育指針に示され
た「幼児期の終わりまで育ってほしい姿」の中、「自
然との関わり・生命尊重」と「豊かな感性と表現」
に着目した。自然との関わり・生命尊重を食育と
して広げ、それを豊かな感性と表現に繋げる「食
育と表現活動を結びづけた実践」を課題テーマと

して立てた。３年次ゼミの５名の学生とそのテー
マにおける実践プログラムを構想・準備し、宮城
県 A 保育所で実践を行った。
　本稿では、その「食育と表現活動を結びづけた
実践」のうち、造形活動にかかわる内容を中心に
述べることとする。

２．「食育と表現活動を結びづけた実践」プロ
グラム
　本実践におけるプログラムは、A 保育所の 5 歳
児 19 名を対象とし、２回に渡って実施された。
題材は魚とし、「自然の恵みと働くことの大切さ
を知り、感謝の気持ちを持って食事を味わう」こ

保育所における食育と関連付けた領域（表現）の実践—魚を
テーマとした造形活動を中心に                 仙台白百合女子大学　千 凡晋
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１. はじめに
　この取り組みは、「旅するムサビ」に来て欲し
いという三重県伊勢市立東大淀小学校長からの一
本の電話から始まった。そこで、校長が上京した
際に会って詳しい話しを聞くことにした。
　東大淀小学校は、全校児童 100 人の小さな学
校で，ゆくゆくは隣の小学校との統合も計画され
ているそうだ。
　校庭の中ほどには 1本の大きなクスノキがあ
り，昔から今日まで、学校に通う子どもたちの憩
いの場になっている。そのクスノキに関連させ、
全校で取り組める企画を考えて欲しいとの内容で
あった。同校ではクスノキについてクスノキ学習

と呼ぶ総合的な学習の時間を展開している。そし
て、「クスノキさん」という歌もある。学校のシ
ンボルツリーについての学習を深めることを通し

20 ｍ×15 ｍの巨大絵画を描く- クスノキプロジェクト
                                                                                                武蔵野美術大学　　三澤 一実


